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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成23年5月26日(2011.5.26)

【公開番号】特開2009-256503(P2009-256503A)
【公開日】平成21年11月5日(2009.11.5)
【年通号数】公開・登録公報2009-044
【出願番号】特願2008-108910(P2008-108910)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ 290/06     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   7/254    (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   7/257    (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   7/24     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ 290/06    　　　　
   Ｇ１１Ｂ   7/24    ５３４Ｄ
   Ｇ１１Ｂ   7/24    ５３５Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成23年4月6日(2011.4.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　ウレタン（メタ）アクリレート（Ａ）、下式（１）で表される（メタ）アクリレート（
Ｂ）、下式（３）で表される（メタ）アクリレート（Ｃ）及び光重合開始剤（Ｄ）を含有
する硬化性組成物であって、ウレタン（メタ）アクリレート（Ａ）がイソシアネート化合
物（ａ１）、ポリエーテルポリオール、ポリエステルポリオール及びポリラクトンポリオ
ールから選ばれる少なくとも１種の多価アルコール（ａ２）並びに水酸基含有（メタ）ア
クリレート（ａ３）から合成されるウレタン（メタ）アクリレートである硬化性組成物。

【化１】

（Ｒ１は水素またはメチル基、Ｒ２は炭素数１～４の２価の炭化水素基を示し、ｍは０～
１０の整数を示す。）
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【化３】

（Ｒ５は水素またはメチル基、Ｒ６は炭素数１～４の２価の炭化水素基、Ｒ７は炭素数１
～４の１価の炭化水素基を示し、ｐは０～１０の整数を示す。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明は、ウレタン（メタ）アクリレート（Ａ）、下式（１）で表される（メタ）アク
リレート（Ｂ）、下式（３）で表される（メタ）アクリレート（Ｃ）及び光重合開始剤（
Ｄ）を含有する硬化性組成物であって、ウレタン（メタ）アクリレート（Ａ）がイソシア
ネート化合物（ａ１）、ポリエーテルポリオール、ポリエステルポリオール及びポリラク
トンポリオールから選ばれる少なくとも１種の多価アルコール（ａ２）並びに水酸基含有
（メタ）アクリレート（ａ３）から合成されるウレタン（メタ）アクリレートである硬化
性組成物である。
【化１】

【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
（Ｒ１は水素またはメチル基、Ｒ２は炭素数１～４の２価の炭化水素基を示し、ｍは０～
１０の整数を示す。）
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
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【化３】
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